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1．ॹݴ

　จ様とは人間が૑造したヴィジュアルイメージで、美術工芸

品・ݐங物・෰০などに見られる装০的なデザインをࢦす。จ

様はࢲたちの日常生活と深く結びついた視覚的イメージである

とともに、人類が૑造してきたҨ࢈にもࠁまれ長いྺ࢙をތる。

ੈ界の様々な஍域のจ様を「จ化のॾ相が表৅されたもの」、

人間がデザインしたヴィジュアルイメージとして捉えると、จ

様からの学びはアートやデザインなどの人間の૑造΁の関わり

だけでなく、จ化や社ձのॾ相の研究、人間を知ることにつな

がるとච者らは考える。これまでの研究では多摩美術大学（以

下、「本学」とする）จ様研究所の所һらがࠃ内外で実ࢪした

1970 年代の研
（1）（2）

究実੷を研究モデルとし、21 ੈ紀のメディアを

活用し新たな手法をਪ進してき
（3）～（6）

た。その成果はいくつかの報告

書
（7）（8）

、จ様をテーマにした映像作
（9）

品、展覧
（10）

ձでެ開するほか、論

จとしてインドネシアॾౡの特徴的なจ
（11）

様、ਿӜ非ਫ（1876-

1965）による近代日本のデザインアーカイ
（12）

ヴ、日本のຮ૲装০

จ様の発生と展
（13）

開を提示し、จ様データベースˍアーカイヴス

においてެ開してき
（14）

た。

　これまでにモンゴルのྺ࢙・ຽ଒・จ化・美術に関する人類

学的研
（15）

究、美術工芸
（16）（17）

࢙研究、ྺ࢙的研
（18）

究がすでになされてきた

が、装০จ様に特化した研究やアーカイヴ構ஙに関する取り組

みは少ない。ච者の一人である深௡は本学アートアーカイヴセ

ンターの所һとして、จ様アーカイヴを大学の学術資源として

位置付ける研究
（19）～（21）

を、ߓは本学アートとデザインの人類学研究所

の所長として芸術というӦみを人類࢙の時空から捉えなおす研

究を行ってい
（22）

る。ච者らは美術大学の教һとして、現代社ձで

速に発展する情報技術に൐い、多様化するアーカイヴのありٸ

方、先端技術を活用したアートٴびデザインの໾ׂと可能性を

ٞ論してきた。そしてアーカイヴはै来の検索やࣙ典的装置か

ら、社ձ生活におけるྲྀ動的な情報やイメージの記録・記憶・

継ঝなどの໾ׂを果たすแׅ的な装置、コミュニケーションの

場、૑造の場であると捉えている。ैって、本稿では、第三者

がߋなる考࡯や探究ができるようなアーカイヴ構ஙの成果を示

すとともに、モンゴルの装০จ様の収集を中৺に、๺方Ϣーラ

シア大཮のॾຽ଒のจ化からその౦に位置する日本のオϗーπ

クจ化ٴびೄจ・アイψの人々を一部含む装০จ様のॾ相を考

。する࡯

　本稿はެӹஂࡒ法人三ౡւӢ記೦ஂࡒ第 59 回学術研究঑ྭ

ۚ「モンゴル装০จ様アーカイヴの૑造―๺方モンゴロイドか

らೄจ・アイψจ様΁―」（人จ学部໳共同研究）により、6

名の共同研究者と 1 名の外部有識者で実ࢪし
（23）

た成果の一部であ

る。

　研究の対৅はモンゴルจ化に内在する多様な装০จ様を中৺

に、๺Ϣーラシア、オϗーπク、アイψ、ೄจに関連する装০

จ様である。研究手法としては、จ様を芸術人類学・美術・ݐ

［研究論จ］

Ϟンΰϧの૷০จ༷
アーΧイϰの૑଄
―๺ํϢーラシア͔Βアイψɺೄจ·Ͱ―

ਂ௡༟ࢠ

ߓ ઍਘ

ʑ໦੒໌ࠤ

Ϯϊατϧ

Creating Mongolian Decorative Monyo Archives：From 
Northern Eurasia to Okhotsk, Ainu and Jomon
┝uko ┊ukatsu　　çChihiro Minato
Naruaki Sasaki　　Satoru Wono

Monyo are decorative designs of the variety typically found on 
clothing, arts and crafts, and architecture. They are visual images 
deeply connected to our everyday lives, boasting a heritage as long 
as the history of human creativity itself. In this study, we intended 
to achieve a comprehensive study of creating Mongolian decora�
tive monyo database and archives using multi-media. Firstly, we 
collected monyo from historical and cultural heritages, rituals, daily 
lives and festivals at contemporary society in Mongol, and we ana�
lyzed them from our points of academic pelds such as art anthro�
pology, visual arts, music, and costume studies. Secondly, we ex�
plored relationships between Mongolian decorative monyo and 
those of other cultures such as from Ukraine to Japan including 
Okhotsk, Ainu and Jomon culture. As results, three short movies, 
approximately 600 images of monyo, an auto generated monyo ap�
plication, those of which shows from the origin to transition pro�
cess of monyo toward 21st Century, were presented and placed into 
Tama Art University Monyo Database and Archives （TAMA 
MON22 on Web）. In an exhibition, Mongol : The Empire of M┓N⓱
┝┓, we presented the result of our study including images, a mod�
el of gel, a wall hanging textile and costumes, and images of Mon�
golian decorative art and culture. In addition, we utilized this 
exhibition for educational Art � Design activities such as open 
classes for students, gallery talks, and a panel discussion to the 
public. As results of tracing the changes of monyo from the begin�
ning toward contemporary society in the 21st century, we conclud�
ed that the Mongolian monyo has diverse including （1） the animal 
and geometric monyo by the nomadic tribe represented by histori�
cal and cultural heritages, （2） religious and auspicious symbols in�
spired by Tibetan Buddhism, and （3） the national emblem soyom⓱
bo.
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2��1ɹจ༷σータϕーε

　共同研究メンバーが収集したจ様画像約 600 点とテキスト情

報をまとめた。図❶にデータベース画面の一部を示す。ウΣブ

サイトにはイメージ画像をฒ列させて表示し、各画像をクリッ

クすると付ਵするテキストデータの詳ࡉが記ࡌされる。各จ様

は、イメージ画像・カテゴリー（২物・Ֆ・ز何学・抽৅・空

想生物・ਆ࿩఻ঝ・人間・จࣈ・自વ・Ӊ஦・動物・その

他）・収集したࠃ・収集した場所・収集したアイテムの名শ・

ૉࡐ・特徴・収集年・収集者からなる。จ様はジャンル別（a．

২物、b．২物・Ֆ、c．ز何学・抽৅、d．空想生物、e．ਆ

࿩఻ঝ、f．人間・จࣈ、g．自વ・Ӊ஦、h．動物、x．その

他）でも検索、閲覧できるようにした。

2��2ɹจ༷のө૾࡞඼

　本研究を૯ׅ的にまとめたจ様映画 3 作品《モンゴルจ様の

ఇࠃ》、《メアンダーจ様、起源΁の旅》、《アイψと๺方モンゴ

ロイド》を制作した。《モンゴルจ様のఇࠃ》では、現஍ௐࠪ

に基づくモンゴルの時代や部଒を超えた多様な装০จ様に関す

るච者らの考࡯を映像にまとめた。《メアンダーจ様、起源΁

ங・෰০・工芸・映像・ࣸਅ・音楽の視点から複数のメディア

を活用して多面的に考࡯し、その成果をアーカイヴに૯ׅし
（24）

た。

　2021 年 6 月よりࠃ内での資料ௐࠪにண手し、コロナՒでの

渡ߤ制限期間をܦて 2022 年 7 月にモンゴルࠃで開࠵されるॕ

し、その映像記録とともにモンゴルの特ࡐを取「ナーダム」ࡇ

徴的な装০จ様を静止画・動画で撮影のうえ、テキスト情報を

ఴえて収集する。ซせてϢーラシア大཮から日本のオϗーπク

จ化、アイψٴびೄจ時代のจ様についても同様に収集を行っ

た。そして、これらをあわせ装০จ様の発生から 21 ੈ紀の現

代社ձにࢸるまでの変ભ過ఔをḷることができるようなจ様ア

ーカイヴを制作した。

　本稿では、ච者らが各ઐ໳領域からௐࠪ研究した成果を૯ׅ

する。1．ॹ2、ݴ．モンゴル装০จ様アーカイヴ、3．モンゴ

ルの装০จ様のॾ相を深௡༟子、4．๺方Ϣーラシアを८るメ

アンダーจ様についてをߓઍਘ、5．モンゴルのサウンド―

ʪഒ音ʫというจ様―をϮノサトル、6．モンゴルの٢঵จ様

をࠤ々໦成明、7．૯ׅを深௡༟子が分୲ࣥචした。

2．Ϟンΰϧ૷০จ༷アーΧイϰ

　モンゴル装০จ様アーカイヴを構ஙするために、約 600 点の

イメージ画像とデータを含むจ様データベース、٢঵จ様の自

動生成アプリケーション、映像 3 作品、モンゴル・オϗーπ

ク・ೄจ・アイψの記録ࣸਅを制作した。これらは、ච者らが

2018 年 3 月よりӡӦする多摩美術大学จ様研究プロジΣクト

データベースˍアーカイヴス（TAMA MON 22 on Web）内

に位置付けた「モンゴルจ様プロジΣク
（25）

ト」に૯ׅし 2023 年

6 月よりެ開し
（26）

た。また、報告
（27）

ձと展覧
（28）

ձを開࠵し、大学ٴび

社ձに向けたアート・デザイン教育のීٴ活動に౒めた。「モ

ンゴルจ様プロジΣクト」にࡌܝしたจ様データベース、จ様

映像作品、自動生成จ様アプリケーション、報告ձ・展覧ձの

֓要を以下にड़べる。

図❶　モンゴルจ様データベースࡌܝ画像「モンゴルจ様プロジΣクト
Web サ イ ト」よ り https://tamabi.ac.jp/research/tamamon22/
Mongolian-project_Ainu_Jomon/MpAJ_index.html

図❷　จ様映画《モンゴル　จ様のఇࠃ》2022 年，上から
　　　a.çタイトル画像，b.çϋラϗリンの૲ڝ馬，c.çఱນ
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　2022 年 7 月、モンゴルࠃのट౎ウランバートル、モンゴル

中੢部でモンゴルఇࠃのट౎であったݹ౎カラコルム（現ϋラ

ϗリン、ウブルϋンΨイݝ）でナーダムのࡇ典、Ҩ跡、記೦ൾ、

ത物ؗ、美術ؗ等で装০จ様を取、ډӃ、఻౷的なҠ動ࣜॅࣉ

代から༡຀ຽ଒ݹ、まれたモンゴルはܙした。๛かな大஍にࡐ

により育まれてきた๛かなจ様、ྡ઀するࠃ々やफ教จ化の影

である。จ様はҨ「ࠃจ様のఇ」を受けたจ様が入りࠞじるڹ

跡、ݐங装০、फ教ّ礼、生活用品、ҥ෰だけでなくॕࡇの場

を՚やかに装০している。モンゴルの代表的なจ様ιϤンボは

Ӄではീつの٢঵ࣉষにシンボリックに表され、෹教ࠃやضࠃ

จ様がݐங装০やّ礼用品に見られる。中でもز何学จ様のウ

ルジーϔーやアルϋンϔーは信ڼだけでなく生活の場のࢸる所

で見られる。そしてࡇ典に集まる人々は馬を఻౷的な馬具で装

০し、ࠃ内外の様々なจ様を取り込んだຽ଒ҥ装デールでਖ਼装

している。モンゴルの楽ثや音཯を解析すると、音཯がจ様の

ように૗でられ、モンゴルの自વや஍形と音཯が密઀に関係し

ている。モンゴルはまさに「จ様のఇࠃ」であり、จ様は人々

の旅》はߓが中৺となりೄจのจ様を考࡯し、๺ւ道ઍࢢࡀの

キウス周అุ܈から出౔したೄจ時代後期のੴ๮からϢーラシ

ア大཮の先࢙時代までをḷった映像にまとめた。《アイψと๺

方モンゴロイド》はࠤ々໦が中৺となり、現代アイψࢗḑՈ΁

の取ࡐを記録した。各映画のイメージ画像、作品クレジット、

֓要を以下に示す（図❷～❹）。

2��2��1ɹʬϞンΰϧɹจ༷のఇࠃʭ

画・制作：多摩美術大学モンゴルจ様プロジΣクトا

˙ディレクション：ࠤ々໦成明　撮影・シナリオ：ࠤ々໦成

明・深௡༟子・উຢެਔ඙・Ϯノサトル・഼߱
（29）

ਅ　˙編集：ᜊ

౻জ
（30）

ӳ　˙コンポジットˍ MA：ᜊ౻জ
（30）

ӳ　˙ナレーショ

ン：山川ౙ
（30）

樹　˙音楽・サウンドデザイン：Ϯノサトル　˙モ

ンゴル語発音؂म：バドラー・テムリ
（31）

ン　˙จ様トレース：深

௡ਅ
（32）

協力：多摩美術大学美術学部情報デザイン学科メデ˙　࠼

ィア芸術コース

�多摩美術大学จ様研究プロジΣクト

図❸　จ様映画《メアンダーจ様、起源΁の旅》2022 年，
　　　上から a.çタイトル画像，b.ç動物จ様，c.ç解説の様子

図❹　จ様映画《アイψと๺方モンゴロイド》2022 年，
　　　上から a.çタイトル画像，b.ç川上༟子氏，c.çイナウ
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�多摩美術大学จ様研究プロジΣクト

　๺ւ道ࡳຈࢢにある「にむの৿（にむ㖣楽部）」でアイψの

఻౷จ化を現代に継ঝする川上༟子（1948-）に取ࡐした。๺

ւ道ࠫྲྀ܊平取ொのೋ෩୩出身のアイψࢗḑՈ、川上༟子の఻

౷的なアイψのॅډ「ν
（35）

セ」を中৺に継ঝされるจ化、現代ア

イψの生き方をはじめҥ෰にࢗḑするจ様の意味、Ո଒のឺ、

オリジナリティについて記録した。

　アイψの人々は、๺はאଠから๺౦のઍౡ列ౡ、ロシアのカ

ムνャπカ൒ౡ、๺ւ道をܦて、ೆは本भ๺部にまたがるオϗ

ーπクւ஍域一ଳにॅډしてきた。アイψの人々は独自のݴ語

であるアイψ語を継ঝし、自વと共生した๛かな信ڼとจ化を

育んできた。そして生活や信ڼの場で使うௐ度品やҥ装と装身

具には独૑的な装০จ様が見られる。จ様はஉ性が行う໦ூり、

ঁ性によるࢗḑによって、਌から子΁受け継がれてきた。アイ

ψのจ様を見ていくと、制作された時代や஍域や作り手により

特徴が異なるように見える。現在ではアイψの人々が保持して

きたจ様に由来するデザインをࢪした঎品も多くൢചされてい

る。川上氏をはじめとする現代アイψのூࠁՈやࢗḑՈの装০

จ様には、ੲと変わることのない஍域性や఻౷จ化に加え、作

り手のオリジナリティや想いが込められている。

2��3ɹʬ٢঵จ༷ੜ੒アϓリέーションɹ6M[JJ IFF 2�22ʭ

　モンゴルで٢঵จ様として知られるແ限結ඥจ様にண目し、

様々なパターンとૉࡐやテクスνャーで自動生成できるような

アプリケーション《٢঵จ様生成アプリケーション　Ulzii hee 

2022》を制作し
（36）

た（図❺）。

　本アプリケーションでは、ベジΣ曲線で描かれた模様や線に

ૉࡐのディテールやテクスνャーを自由に加えることで、これ

までにないオリジナルの形やデザインのจ様を૑造できるよう

にした。画面上でز何学形態をબ୒し、ディテールのૉࡐ感や

とఱ空と大஍と自વが共生しながら૑出されたࣀ物であり、先

࢙時代から現代までがจ様で৅徴されている。

2��2��2ɹʬϝアンμーจ༷ɺݯى΁のཱྀʭ

画・制作：多摩美術大学モンゴルจ様プロジΣクトا

˙ディレクション・撮影・シナリオ：ߓઍਘ　˙出ԋ：כ原明

日߳・アンナ・カルボルフニνャ・ҏ౻ࠤ紀　˙編集・コンポ

ジットˍ MA：ᜊ౻জ
（30）

ӳ　˙ナレーション：山川ౙ
（30）

樹　˙音

楽・サウンドデザイン：Ϯノサトル　˙撮影協力：ઍࢢࡀ教育

委һձ埋蔵จ化ࡒセンター　כ原明日߳・直ߐ康夫ʗ๺ւ道立

埋蔵จ化ࡒセンター　૔ڮ直ࡔ・޹本ঘ࢙ʗ๺ւ道立๺方ຽ଒

ത物ؗ　࡫૔いる美ʗ໢૸ڷࢢ౔ത物ؗ　ക田広大ʗࣼཬொ立

知চത物ؗ　ࠤ々໦߶ࢤʗവؗࢢೄจจ化ަྲྀセンター　前田

ਖ਼ݑ　˙ௐࠪコーディネート・撮影協力：さっΆろ芸術จ化研

究所　˙ドローン撮影：ҏ౻ࠤ紀　˙協力：多摩美術大学美術

学部情報デザイン学科メディア芸術コース　

�多摩美術大学จ様研究プロジΣクト

　メアンダー meander จ様とは、一定方向に連続する方形の

จ様で「ギリシャจ」とも呼ば
（33）

れ、モンゴルのจ様では「アル

ϋンϔー（ཕจ）」に相౰する。

　本作は๺ւ道ઍࢢࡀに所在するキウス周అุ܈から出౔した、

一本のੴ๮を取り上げて、これをϢーラシアの先࢙時代の中で

ோめていく試みである。ೄจ時代後期に作られたੴ๮のメアン

ダーจ様は、ԕくウクライナの஍で発見されたマンモスのἝ੡

の࿹輪にも見られる、最もݹいจ様の一つである。ウクライナ

から๺ւ道΁来たアンナ・カルボフニν
（34）

ャがੴ๮を手にしてೄ

จの美に出⁊いながらจ様のངかな஍平を紹介する。

　およそ 15000 年前に起きた஍ٿ規模のީؾ変動により長いණ

Տ期が終わり、日本列ౡはԹஆ࣪५なީؾに変化した。ւਫ面

の上ঢにより大཮から切り離された๺ւ道でも、མ༿広༿樹ྛ

が拡がり、৿やւのܙみをར用した生活が始まった。1 万年も

の長期にわたり҆定した社ձを支えたのが౔ثの発明である。

表面にೄ目のจ様がつけられた౔ثから名付けられたೄจ時代

はその名のとおり「จ様のจ明」と呼んでもよいくらい、多様

で複雑なデザインを出現させた。

2��2��3ɹʬアイψͱ๺ํϞンΰϩイυʭ

画・制作：多摩美術大学モンゴルจ様プロジΣクトا

˙ディレクション・撮影・シナリオ：ࠤ々໦成明　˙出ԋ：川

上༟子　˙編集・コンポジットˍ MA：ᜊ౻জ
（30）

ӳ　˙ナレー

ション：山川ౙ
（30）

樹　˙音楽・サウンドデザイン：Ϯノサトル　

˙จ様トレース：Ѩஐ　˙シナリオ構成アドバイザー：マϢン

キキ　˙制作協力：にむ㖣楽部　横山信　˙協力：多摩美術大

学美術学部情報デザイン学科メディア芸術コース　
図❺　《٢঵จ様生成アプリケーション　Ulzii hee 2022》2022 年，

々໦成明，技術開発・プログラミング：ງ口३࢙ࠤ：画制作ا
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2��4ɹలཡձʬϞンΰϧɹจ༷のఇࠃʭ

　研究成果は 2022 年度に開࠵した中間報告ձと 2023 年度に本

学アートテークギャラリーで開࠵した「モンゴル　จ様のఇ

展でެ開した。展覧ձの告知資料、展示ձ場、トークセッ「ࠃ

ションの様子を図❻から図❿に示す。

　本展では、現஍で収集したจ様資料約 600 点からൈਮした

200 点のイメージ画像を web サイトのจ様アーカイヴと合わ

せて展示し、จ様映画 3 作品、จ様生成アプリケーション《ウ

ルジーϔー 2022》、モンゴル・ೄจࣸਅ作
（37）

品、モンゴルのݐங

装০ࣸਅ、Ҡ動ࣜॅډ（ήル）模
（38）

型、モンゴルの෰০装০ࣸਅ、

テクスνャーを加える、あるいはز何学形態の形状を変༰させ

ながら自由な形を形成した上でディテールのૉࡐ感を加えるこ

とができる。そして、それらを上下左右に܁りฦし配置する、

あるいはミラーイメージなどに配置させることで、新たなจ様

の連なりを形成することができる。୯体のจ様デザインだけで

なく、テキスタイルに用いられるようなリϐート・パターンを

デザインすることも可能である。また異なるจ様の組合せも可

能であるため、形・色・ディテールをબ୒しながら自由なカス

タマイズによる新たなจ様の自動生成が可能である。

図❿　展示パノラマ《モンゴル　จ様のఇࠃ》展，撮影：深௡༟子，2023 年 6 月 8 日

図❼　展示の様子《モンゴル　จ様のఇࠃ》展，撮影：深௡༟子，
2023 年 6 月（下）

図❻　《モンゴル　จ様のఇࠃ》展，2023 年，告知資料，デザイン：
々໦成明，テキスト：深௡༟子（上）ࠤ

図❾　トークセッション《モンゴル　จ様のఇࠃ》展，撮影：中ଜӋ
༿，2023 年 6 月 9 日（下）

図❽　展示の様子《モンゴル　จ様のఇࠃ》展，撮影：中ଜӋ༿，
2023 年 6 月 9 日（上）
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National Costumes of the M. P. R（1967 年ץ
（39）

行）よりຽ଒ҥ

装図版の一部、アイψࣸਅ・෰০資
（40）

料、を展示した。そして展

示資料をもとに教育ීٴ活動として大学生を対৅としたެ開授

を行った。また一般を対৅にギャラリートーク、トークセッۀ

ションを開࠵し、7 日間のձ期中に 808 名の来場者を得た。

　ެ開授ۀに参加した大学生からは、「美しいモンゴルのจ様

にັྃされた。ણࡉなデザインがจ化の๛かさを఻える、৺༂

る展示だった。」「ࠃ際性を感じる様々なจ様と઱やかな色࠼が

とてもおしΌれでڻいた。」「自分でオリジナルのจ様を考えて

みようと思う。」「๺ւ道のೄจの౔ۮがモンゴルの力士の֨޷

に似ている、アイψจ様とモンゴルจ様が似ていることから繫

がりをಡみ取ることができてڻいた。」「จ様をḷることで、モ

ンゴルとアイψに限らずੈ界で今とは違う஍域の繫がりを知る

ことにڵ味を持った。」「モンゴルの఻౷的で՚やかなจ化に現

代に継ঝされるଚさを感じたが、アイψのจ化がফ໓してしま

うかもしれないة機感を感じた。」等多様な意見を得た。

名শ：モンゴル　จ様のఇࠃ

෭୊：モンゴル装০จ様アーカイヴの૑造　第 59 回三ౡւӢ

記೦ஂࡒ学術研究঑ྭۚ（人จ科学部໳共同研究）成果報告

ձ期：2023 年 6 月 7 日～6 月 14 日（日༵ٳ࿓）

ձ場：多摩美術大学アートテークギャラリー 2 ֊

ओ࠵：多摩美術大学モンゴルจ様プロジΣクト

ॿ成：ެӹஂࡒ法人三ౡւӢ記೦ஂࡒ

協力：多摩美術大学美術学部情報デザイン学科メディア芸術研

究室・多摩美術大学美術学部リベラルアーπセンター、多摩

美術大学アートアーカイヴセンター、多摩美術大学教຿部研

究支援՝、多摩美術大学美術ؗ、川上༟子

関連事ۀ：ެ開授ۀ（美術学部科目：છ৫࢙ 1・෰০จ化論

1・છ৫จ化研究ゼミ・教ཆ૯合ߨ座、美術学部情報デザイ

ン科目：ࣸਅ論・ԋ習、大学Ӄ科目：છ৫จ化特殊研究、メ

ディア芸術ԋ習）、トークセッション（2023 年 6 月 9 日）

々໦成明ࠤ・画構成：深௡༟子ا

展示：深௡༟子・ߓઍਘ・ࠤ々໦成明・উຢެਔ඙

展示補ॿ：小ྛ༏ر・中ଜӋࡊ・඿࡚঵多・ߐ本༿ಹ・有山෩

由・久保ࣉ美Ӌ・দ本ժґ・֟পᣦൕ・深௡ਅ࠼・新࠺ҍ樹

（学生）

؂視：ௗӽསӯ

来場者：808 名

3．Ϟンΰϧの૷০จ༷のॾ૬

　本ষでは、先࢙時代から現代にࢸるモンゴルの特徴的な装০

จ様について、岩ֆ、ੴூ、考ݹણҡҨ物、Ҡ動ࣜॅࣉ・ډӃ

ݐ
（41）

ங、फ教ّ礼用品、馬具、෰০を中৺に考࡯した。モンゴ

ル・アルタイ山຺の岩ֆ܈と考ݹҨ物છ৫品に見られる動物จ

様、ݐஙٴびफ教ّ礼用品やௐ度品ٴび馬具等に見られる٢঵

จ様、෰০品に見られる多様なจ様についてड़べる。

3��1ɹؠֆ͔܈ΒϑΣϧτのಈ෺จ༷·Ͱ

　ੈ界จ化Ҩ࢈として 2011 年にొ録された「モンゴル・アル

タイ山຺の岩ֆ܈」はバϠン・ウルギーݝに所在する 3 つの岩

ֆҨ跡܈で、紀元前 11000 年ࠒから੢ྐྵ 9 ੈ紀ࠒまでにわたる

モンゴルの人々の生活様ࣜや自વ環境を知ることができるو重

な資料であ
（42）

る。岩ֆに描かれたマンモス、オーロックス、ϔラ

ジカ、アイベックスのような動物の他、ङྌをする人、ٍ৐す

る人などが見られ、ٷを持ってङྌする様子やٍ馬
（43）

像も描かれ

ている（図⓫）。

　Ϣーラシア大཮で活༂したੈ界࢙上最初の典型的なٍ馬ຽ
（44）

଒と

して知られるスキタイは、装身具や෢具を߽՚なۚۜचۄで装

০、༐૖なௗ्จ様をԫۚの০൘やҌ෴にҨ
（45）

す。჈ౕは紀元前

3 ੈ紀຤にٍ馬ຽ଒ࠃՈをஙき、モンゴル高原の༡຀ຽ଒を౷

一した。上層֊ڃは੢域੡ໟ৫物、中ࠃ੡ݜ৫物のாນ、ҥ෰

にはໟൽとフΣルト（ໟᔀ）の他に中ࠃ੡ݜ৫物を用い、馬具

装০等には動物を含むจ様装০をࢪし
（46）

た。჈ౕのݹ෿܈ノイ

ン・ウラの出౔Ҩ物には、੨ಔ੡༰ث・装身具・馬具・࣫ثの

ほかછ৫にݜ੡ாນ・ҥ෰・ෑ物・掛布等が含まれ
（47）

る。動物จ

様が装০されたછ৫
（48）

྾からは全༰の把握はࠔ難であるが、ザナ

バザル美術ؗ前のアスファルトに大きくࠁまれたෑ物の図像

（図⓬）、他のછ৫྾の記
（49）

録などを参রすると大きな一枚布の形

状であったことがਪ࡯される。そこには大小のӔרจ様、࢛

。何学จ様、動物จ様、樹໦จ様などが含まれるز等のࣈे・֯

動物จ様は 2 種類見られ、Ս空の੟्シームルブのようなཌྷを

図⓫　動物จ様トレース 3 種「モンゴル・アルタイ山຺の岩ֆ܈」より，
作成：深௡ਅ࠼
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がݐ立したエルデネ・κーࣉがある。図⓮のݐங物上部に見え

る法輪はダルマνャクラとも呼ばれ、ं輪の形をモνーフに෹

教の教ٛを৅徴する。ݐ造物の外装にはཾやࢰ子をはじめ࿇՚

จやཕจ様ٴびز何学จ様で装০され、内部のபやਨ໦には極

ۜ・᧩੡と見られるۚࠃ色でจ様が描かれ、ఱ井やน面や中࠼

໲৫物で装০され、Ӣจを഼಄とするݜ៚子といった・ۋ・᧩

大小の഼がఱ井から௻るされる。

　ウランバートルにあるΨンダン・テクπΣンリンࣉは 1727

年に૑ݐされた෹教ࣉӃで、ڊ大な観音像をはじめ 150 体を超

える෹像が保ଘされたモンゴル෹教の૯本山である。内部のफ

教ّ礼用品や෹像を装০するจ様は多࠼で、収蔵されるۜ੡߳

࿍は、ീ٢঵とࢰ子಄จを中৺に・ཕจ様・Ӣจ・౜૲จ・ࣣ

ๅจなどで装০され、ダシボムバと呼ばれるۜ੡ٸਢにはཾ

จ・ແ限結ඥจが、ۜ੡の౯明୆にもീ٢঵と౜૲จ様等がࠁ

まれている。

　ボグドϋーン఼ٶはモンゴル最後の܅ओボグド・ϋーンの

「ౙの఼ٶ」として知られる。数少ないݐ఼ٶஙにはീ٢঵を

はじめཾやࢰ子ٴび様々な装০จ様が結集されている。中でも

ௐ度品であるボグド・ϋーンとそのঁԦのۄ座には、ീ٢঵を

はじめཾ・馬・人物・Ֆ・果物・Ӣ・౜૲・ウルジーϔー、ϋ

ーンボゴイブν・ϋタンスタイフなどが߽՚Ҁᗞにࢪされてい

る。このようにモンゴルのࣉӃやݐ఼ٶஙからफ教ّ礼用品、

ௐ度品にいたるまで、νベット෹教に由来する෹教関連のจ様

がਁಁしている。

　一方、༡຀ຽの఻౷的なॅډ、ήルは、機能的なҠ動可能な

構造である。ච者らが๚໰したήルをもとにその構造と装০จ

様の一例を示す（図⓯）。ήルは 2 本のபとఱ૭「トーノ」を

もつ्がϔラジカのഎ後からऻܸするさま、マンモスあるいは

オーロックスのような࢛つ٭の動物が֨ಆするさまを表したจ

様である（図⓭）。制作方法は、フΣルトを中໖に表ཪの布を

し๓いして下஍྾を作成しจ様を加০したものと思われ、ԑࢗ

布の中ࠃ੡ݜ໲৫物が後付けされている。

3��2ɹݐஙٴͼث෺にݟΒΕる෹ڭ༝དྷの૷০จ༷

　モンゴルのࣉӃやݐ఼ٶங、फ教ّ礼用品ٴび美術工芸品に

は、෹教に由来するീ٢঵จ様である法ཐ֋・૒ڕ・࿇՚・ๅ

子のจ様が見ࢰ٢঵ඥをはじめ、ཾや・উቾ・ๅළ・法輪・ࡿ

られる。特にݐங物は多種多様な装০จ様で埋めਚくされた立

体的จ様アーカイヴのようである。

　現代モンゴルで最も広くීٴするウルジーϔーは組ඥจ様で

Ӭԕに解けることのないແ限結ඥである。アルϋンϔーは直線

を曲ંさせ連続することで構成されたཕจ様や、後ड़するメア

ンダーจ様の一種で、٢঵や๛作の৅徴である。これらのจ様

はۜ・ൽֵࡉ工をはじめث物からఱນٴびน面までを装০する。

その他にもϋーンボゴイブνは、2 つのԁを連ねるจ様でԦの

࿹輪、உ性を৅徴するจ様である。ϋタンスイフは、2 つのඛ

形を連ねるจ様でঁԦのࣖ০り、ঁ性を৅徴するจ様である。

さらにϋス・Ϥンドン΁ーはサンスクリット語で޾෱を意味す

るいわΏるスワスティカ（კ）、プーンジンϔーは「ण」のจ

、に由来するԑ起のよいจ様で装০的にデザイン化されておりࣈ

アジアݍでもසൟに見られる。

　モンゴルにはνベット෹教の影ڹを受けてݐ立されたࣉӃが

のट౎であったカラコルムࠃつかある。かつてモンゴルఇز

（現、ϋラϗリン）には、1586 年にアブタイ・サイン・ϋーン

図⓬　ザナバザール美術ؗ前のアスファルトにூられたછ৫布に由来するจ様，撮影：深௡༟子，2022 年 7 月 10 日（左・中）
図⓭　ௗ्֨ಆจ様 2 種，ノインウラ発۷フΣルトෑ物断ย（モンゴルࠃ立ത物ؗ・エルミタージュ美術ؗ所蔵）より（右）作成：深௡ਅ࠼
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するจ様が多くみられた。

　༡຀ຽのテキスタイルはൽֵ・्ໟ・フΣルトが中৺である。

्ໟણҡを縮ឿしたフΣルトはҥ෰をはじめෑ物や掛布、ݐங

資ࡐに活用された。テキスタイルの装০はࢗḑが中৺で༡຀ຽ

଒の手工芸として現代まで継ঝされてきた。中でもカザフࢗḑ

は工芸品として有名で観ޫ資源としても活用されている。しか

し本来は部଒の఻౷的なҥ装の装০やήルの内นを՚やかに装

০するためのものであった。1992 年ࠒ作られたカザフの室内

装০用掛布（図⓰）は、ඛ繫จ様をӔרき・২物・Ֆจ様で埋

めਚくしたデザインで、ԑの数Օ所にඥが๓い付けられた仕様

でήル内部のࠎ組みに結ଋし室内装০として機能する。

中৺にしたԁ型のࠎ組みからなる。ఱ֖に์射状にྊを渡し、

น面の֨ࠎはඛ֨子状の໦組みで構成し、外側を厚くৎ夫な्

ໟ੡のフΣルトと布で෴ったήル内部は直ܘ 4 m から 6 m ఔ

度のॅډ空間となる。ೆに位置する൶から入り、中央上部の૭

からఱ空に通じ、ਖ਼面はਆ੟なਆを᛾る場所、左手（੢）がஉ

性、右手（౦）がঁ性の場所となる。൶にはແ限結ඥจ様がࠁ

ҹされることが多く、外装のԑにはཕจ様やӢจ様が描かれる

場合もある。பやਨ໦は極࠼色のཕจ様やӢจ様で装০される。

室内には同じく極࠼色のจ様で装০されたՈ具、ෑ物、৸୆、

クッション等があり、内นは஍域や部଒特有の装০จ様をࢪし

たน掛布で装০される。その他日用品にはロシアや中ࠃに由来

図⓮　エルデネ・κーࣉӃ（ウルブϋンΨイݝϋラϗリン）
造物の一部（左），上部装০（右），撮影：深௡༟子，2022ݐ　　　 年 7 月 9 日

図⓯　఻౷的Ҡ動ࣜॅډ室内の装০จ様
　　　室内の中央部（左），ࠎ組み部分のཕจ様・Ӣ౜૲จ様，アルϋンΨイݝアルϋンΨイ（右）
　　　撮影：深௡༟子，2022 年 7 月 8 日
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　ήル装০に見られるແ限結ඥจ、ཕจ、จࣈจ、კจなどは

シンプルなز何学จ様であるが故に、ॕࡇや生活の場において、

より৅徴的に力ڧくจ様のଘ在をތ示していた。ϋラϗリンの

ナーダムࡇ典ձ場に設置された੨・赤・ԫのఱນには、ന布に

よるແ限結ඥจ・ཕจ・Ӣจ等が切付けられ装০されていた

（図⓱）。またॅډの൶や外ญにはήル同様にແ限結ඥจ、ϋー

ンボゴイブν、ϋタンスイフ等のృ装がසൟに見られた（図

⓲）。このようにफ教จ化に起源をもつ٢঵จ様はモンゴルの

人々の信ڼやॕࡇの場だけでなく、日常生活にも深くਁಁし、

৅徴的なจ様として現代社ձにおいても機能していた。

図⓰　ήル内装০น掛布（カザフࢗḑ），技法：ࢗḑ・ミシン๓੡，ࡐ質：໦໖・ໟ・ຑ・合成
ણҡ，1992 年制作のࢗḑ，個人蔵，撮影：深௡༟子，2023 年 6 月 8 日

図⓱　ナーダムࡇ典ձ場でఱນを加০するจ様，ウルブϋンΨイݝϋラϗリン
　　　撮影：深௡༟子，2022 年 7 月 8 日

図⓲　ήルの൶を装০する٢঵จ様ウルジーϔ
ー（上）と外ญを装০するϋタンスイフ

（下），ウルブϋンΨイݝϋラϗリン
　　　撮影：深௡༟子，2022 年 7 月 8 日
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る（図⓳）。下には長いパンπとゴタル（ブーπ）をண用する。

உ性もঁ性もデールに合わせて特徴的な形状のඃり物をつける。

ๅ০品は࢈ࡒでもあり、日常的にはۜ੡品、さらにۚ੡品・ࢇ

トルコੴ・ᠴਯなどが加わる。多様なຽ଒ҥ装のॾ相につ・ޞ

いては、1960 年代にϠダムスレンが描いたϋルϋ・トルグー

ド・ブブリϠド・カザフ・サクνン・バルΨ・ウズムνン・ダ

リΨンΨ・ウリアンカイ・コトン・ミンΨト・ダルカ・オレッ

ト等の部଒のຽ଒ҥ装や装身具のֆ画 99 点から明らかであ
（53）

る。

உ性はデール・ඃり物・ゴタル等にซせ、௻りඥ付きナイフ・

Րଧח・໤ݹ౛・Ԏ૲入・٤Ԏ具一ࣜなどをܞଳし、ঁ性はデ

ール・ඃり物・ゴタルの他に、಄০り・൅০り・ट০り・ࣖ০

りをண装する。装ଋには஍域のૉࡐに加え中ࠃや近ྡॾࠃで੡

作されたૉࡐが取り込まれ、ๅ০品のۚやۜには٢঵จ様や立

体的なຮ૲จ様のࡉ工がࢪされޞࢇ・トルコੴをはじめๅੴで

3��3ɹϞンΰϧのຽ଒ҥ૷ͱจ༷のมભ

、上は、༡຀ຽ系のٍ馬ຽ଒について「൴ら༡຀ຽのໟൽ੡ߐ　

あるいはフΣルト੡の౵କの上ҥとズボン、ࣖまで෴う๧子や

長ۺは、いずれもٍ馬と๷פに適した෰
（50）

装」とࢦఠし、装身具

から෢ث類、ं馬具類までの「ث物をじつに߽՚なۚۜचۄの

装০品で๛෋に০っ
（51）

た」と記す。πルテムは、モンゴルには多

くのຽ଒ҥ装の種類と形ࣜがありジΣンダー・年ྸ・৬種・用

్により様々で、日常෰はঁ性が制作し、特殊なమやブロンズ

の加工、ர造加工、໦ூ、ࠁҹ、ൽֵ装০とアップリケ、特殊

な๓੡はஉ性৬人が୲い、ֵ੡品やۜ੡品のࡉ工はलҳである、

とい
（52）

う。

　ٍ馬ຽ଒の৐馬に適した機能的な仕様であるデールは左ᦸ・

立ۗ・長କ・長੄の長ணで、高原での変化のܹしいפஆ、ڧ෩、

࠭ਖ、஬から身をकり、保Թ保࣪効果を重視した仕立てとݴえ

図⓳　デールでਖ਼装しٍ৐するモンゴルのஉ性，ウルブϋンΨイݝϋラϗリンの૲原
　　　撮影：深௡༟子，2022 年 7 月 8 日

図⓴　٢঵จ様で装০された馬具，ウルブ
ϋンΨイݝϋラϗリン

　　　撮影：深௡༟子，2022 年 7 月 8 日
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3��4ɹϞンΰϧضࠃͱࠃষにΈるιϤンϘͱώイϞリ

　モンゴル૲原で先࢙時代より༡຀ຽ଒のڵ๢が܁り広げられ

た後、13 ੈ紀初಄に形成されたモンゴルఇࠃが起源となり、

1924 年にモンゴル人ຽ共࿨ࠃがએݴされ、1992 年にモンゴル

ষにはιϤンボが表さࠃとضࠃる。そのࢸが஀生し、現在にࠃ

れる（図�）。ضࠃの左側、ز何学形態で、Ԍ、ଠཅと月を示

すԁと三日月、大஍に向かう矢と૦を示す三֯形、大஍を示す

長方形、ӄཅを表す೹で構成されるのがιϤンボである。モン

ゴル人ຽ共࿨（1924-92）ࠃの時代にはιϤンボの௖点に੕จ

様が配されていた。また、1992 年より使用されるモンゴルࠃ

ষも特徴的なจ様で構成される。中央に配されたώイモリと呼

ばれるఱ馬とιϤンボ、上方には三ๅ、下方には大஍とϋダク

をܞえた法輪、ԁ型のԑにはკとཕจの連続จが連なり、それ

らをനい࿇Ֆ୆座が支える。

加০される。ത物ؗ資料に見られるຽ଒ҥ装からは、஍域特有

の生஍や制作技法に加え、ަқにより得られたロシアや中ٴࠃ

び近ྡॾࠃ੡のૉࡐを活用し部଒のアイデンティティを可視化

していたことがわかる。また、Ҍ・োట・馬᭏・ෲଳ・鞭など

からなる馬具のൽֵやۜ੡品のจ様装০もलҳで、現代モンゴ

ルの馬具にも࿇Ֆ・კ・Ӣ・組ඥจを散りばめたۜࡉ工、ແ結

ඥจ様がࠁҹされたൽֵが散見された（図⓴）。

　現代モンゴルでは、デールがࠃを代表するຽ଒ҥ装としてグ

ローバルな進化を਱げていた。デールの特徴的なҥ෰形態を継

ঝしながらも、近ྡの中ࠃやロシアをはじめ日本を含む஍域の

特徴的な生஍やデザインが見られた。図�にモンゴルで取ࡐし

たデール 6 種を示す。ウランバートルࢢ内ではضᧁのようなス

タイルでਖ਼装する者が多く見られた。ϋラϗリンで৐馬する

人々は఻౷的かつ機能的な長କ・長い੄のデールをண用し、ࠊ

ଳに鞭を௻し、ջに所持品を入れる様子が見られた。身体で࿐

出させる部分はإのみで、ඃり物・立ۗ・長କ・長੄・ブール

で身体を૲原の環境から保ޢしていた。఻౷的なඃり物をண用

していたのは一部の人々に過͗ず、ほとんどが௳のある๧子で

代用していた。デールの生஍は様々でシンプルな୯色使いの生

஍からロシア由来のՖฑจ、中ࠃ由来の༐૖なཾจやԁจ、ι

Ϥンボจࣈ、そして日本のඈ௽と٠ؙ໲まで多様である。その

他日本の大ౡ௹やཹକ生஍で仕立てられたデールもൢചされて

いた。このようにモンゴルの人々は、かつて༡຀系ٍ馬ຽ଒が

高原を支配し、モンゴルఇࠃがϤーロッパから極౦までをその

支配下に置きながら౷ׅしたようなスケール感で、デールとい

うຽ଒固有のҥ装形態に、異จ化に由来するจ様を取り込むグ

ローバルな思考がӐえた。

図�　ナーダムձ場でのデールファッション 6 種，ϋラϗリンとウランバートル，撮影：深௡༟子，2022 年 7 月 8 日～10 日

図�　モンゴルضࠃに表された「ιϤンボ」
　　　撮影：深௡༟子，2023 年 6 月 8 日
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り、芸術的なࢤ向を感じさせる。จ様は両端で異なっていて、

そのひとつを図案化したものがキウス周అุ܈のパンフレット

表ࢴに使用されている。実物の曲線部分を直線化したデザイン

は、ཕจにほかならない。ݹ代の制作者が、ੴの๮にཕจをூ

ろうとしたのかどうかはෆ明だが、先࢙時代にࠁまれたジグザ

グの曲線は、現代のデザイナーの目には、ཕจに分類されるに

े分な出来ӫえだったことになる。

　先端にࠁまれた線ࠁは、あらためてೄจ時代が、「จ様のจ

明」と呼ぶに;さわしい、ૉ晴らしいデザインセンスに࠼られ

　このようにモンゴルのੈ界観そのものがιϤンボやώイモリ

に৅徴され、ナショナル・アイデンティティとなっている。モ

ンゴルはまさにจ様のఇࠃなのである。

4．๺ํϢーラシアΛ८るϝアンμーจ༷にͭいͯ

が୲౰した映像作品は、จ様をϢーラシア大཮とその周ลࢲ　

という位置づけでோめた場合に見えてくるངかな連なりをテー

マにしている。จ様のྺ࢙は複雑で、その始まりはจࣈの発明

以前の時代にḪるため、ࠃ境やจ化をӽえた連なりの間に、明

確な関係性を描くことは難しい。しかし時と場所をӽえて出現

するパターンには、何らかの意味が込められている場合もある

だろう。

　たとえば 1992 年に制定されたモンゴルࠃのࠃষを見てみよ

う。ࠃষはࠃՈの৅徴としてデザインされる໲ষやᷪষなので、

色࠼だけでなく動২物など具体的なモνーフが組み合わされる

ことが多い。モンゴルの人びとがਸめてきた大空を表す੨があ

り、そこにモンゴルを৅徴するιϤンボと組み合わされたఱ馬

が配置されている。上方にある三ๅは෹教を表しており、その

全体をいわΏるཕจが͙るりと取りғんでいる。

　モンゴルでは「tumen nasan」と呼ばれるཕจは、ࠃষに使

われているくらいだから、日常的にさまざまなところで目にす

るจ様である。ट౎ウランバートルではモダンݐஙをはじめ、

ຽ଒ҥ装のデールや܉෰のԑ取り、ήルやॕࡇ用のテントから

日用の৯ثにいたるまで、ҥ৯ॅすべての場面に現れている。

ཕจはϤーロッパではギリシアཕจ、あるいはメアンダーจと

呼ばれ、ギリシア・ローマ時代にḪるݹいจ様の代表である。

おそらくモンゴルの人びとにとって、意識に上らないほどว在

しているจ様だろう。このว在性に஫目して、それがණՏ時代

のϢーラシアで出現し、چੴثから新ੴثさらにྺ࢙時代まで

生き延びてきたところに஫目するのが、この映像作品である。

　๺ւ道΁のݰ関口、新ઍࡀ空ߓからंで小一時間のところに、

キウス周అุ܈と呼ばれるೄจ時代後期のҨ跡がある。ઍࢢࡀ

の中৺から౦におよそ 9 キロのڑ離にある馬追ٰྕのࣼ面に複

数のุが点在している。環状に੝り౔をし、なかに複数のุを

ਾえたことから「周అุ܈」と呼ばれ、ௐࠪの結果、ೄจ後期

の集ஂุ஍であることが明らかになっている。キウス周అุ܈

はੈ界Ҩ࢈にొ録された「๺ւ道・๺౦๺のೄจҨ跡܈」のひ

とつだが、そのパンフレットには、それぞれの࢙跡を৅徴する

ロゴが使われている。キウス周అุ܈のそれはุから見つかっ

た、ੴ๮のจ様を図案化したものである。ੴ๮は長さ 57 セン

ν、重さ 710 グラムで、೪൘岩をஸೡにຏいて作られたもので、

約 3200 年前のೄจ時代後期の制作とਪ定されている（図�）。

　ೄจ時代中期の՚ྷな౔ثに比較すれば、ੴ๮は஍味なଘ在

かもしれない。だがキウス周అุ܈のੴ๮は仕上げがਫ਼޼であ

ることに加えて、先端にણࡉな曲線でࠁまれた装০が見事であ

図�　キウス周అุ܈出౔のੴ๮の಄部，ઍࢢࡀ埋蔵จ化ࡒセンター蔵

図�　ウクライナ，メジンҨ跡出౔のマンモスのἝ੡࿹輪
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5．Ϟンΰϧのα΢ンυ―ʪഒԻʫͱい͏จ༷

　ຽ଒やจ化に特有のจ様を解ಡし、視覚的パターンや図像か

ら特定のடংや法ଇを分析することは、そのจ化を支える自વ

観やफ教観、ੈ界認識のありかたを理解することにつながる。

同じことは音楽にもݴえる。音楽は֊層化されたௌ覚のデザイ

ンだが、それぞれの֊層をจ様という視点から解ಡすれば、そ

のจ化の特徴を抽出することができる。音楽を૗でる楽ثやՎ

੠の音色は、จ様にたとえればૉࡐや色࠼そのものにあたる。

特定の音をબんで構成される音֊やટ法は、จ様における直線

や曲線、ԁや多֯形のような基本要ૉだ。反෮されるリズムパ

ターンは、ࣶや֨子などの૿৩するز何学模様に近い。時に自

વ現৅を模฿し、ਆ࿩や物語を఻ঝし、共同体のアイデンティ

ティを৅徴する機能においても、音楽とจ様には共通点が多い。

　モンゴルの音楽についても、リズムや音֊、ટ཯などの様々

な要ૉをจ様として考࡯することが可能だ。最も基本的な要ૉ、

音ڹ＝音色にண目してみよう。もちろんモンゴル音楽とݴって

も、फ教ّ礼の音楽から、༡຀ຽや共同体に఻ঝされてきた音

楽、広く਌しまれている大ऺՎག、近年大ྲྀ行のモンゴル語ロ

ックやώップϗップ、さらにはシャーマンの࿕ᨙまで෯広い。

いずれにしても圧౗的なׂ合を઎めるのがʪ੠ʫだ。จ化人類

学者のౡଜ一平（1969-）は、఻౷的なՎএからラップまで、

モンゴルでʪ੠ʫが重視される理由を、口ঝจ芸の఻౷と関連

づけて次のようにड़べている。

そもそもҠ動生活をする༡຀ຽにとって、重たいࢴの本と

いう外付けϋードディスクを保؅するより、಄の中で記憶

する口ঝจ芸のほうが性にあってい
（55）

た。

　モンゴルに఻わるʪ੠ʫの中でも、఻౷的なՎএ法として広

く知られるのがオルティンドー（Urtyn duu 長いՎ）とボグ

ンドー（bogino duu ୹いՎ）だ。前者はഥઅのない自由なリ

ズムで、ࡉかい装০音やコブシをަえながら࿕々とՎい上げる。

後者はഥઅリズムに৐って定ટ཯を反෮する。

　これらのՎはいずれも౦部で੝んだが、੢部で੝んなϗーミ

ー（khoomii Վ）は、まったく別種のՎএスタイルだ。ྡの޴

トΡヴァ共࿨ࠃなどアルタイ山຺一ଳに఻ঝされてきたこのՎ

এ法は、ダミ੠のような低੠を৳ばしながら、高音域のટ཯も

同時に໐らす特殊な技芸だ。޴Վのԋ૗Ո、ࠧե࣏඙（1971-）

は、その原理を次のように解説している。

人間の੠や楽ثの音は、その基本周波数を持つ音といくつ

ものഒ音（基本周波数の੔数ഒの周波数を持つ音）の重ね

合わせで出来ている。発੠中に、ઉや৶の位置や形をௐ੔

して口ߢ内のサイズをいずれかのഒ音の波長と一致させる

と、そのഒ音は共໐して音量が૿加し、஍੠＋共໐ഒ音の

た時代だったことを認識させる。おそらく๺ւ道でもっとも有

名な౔ۮにも見られるセンスである。വؗࢢ著
ㆡ ㇈ ㆼ ㆪ ㆂ ㆮ

保内野Ҩ跡出౔

の、全ࠃ的に有名になった中空౔ۮである。ೆכ部の「כ」と、

中空౔ۮの「空」をとって「כ空（かっくう）」のニックネー

ムで知られるこの౔ۮは、ೄจ時代後期後൒の作品で、全体の

バランスと技術的な׬成度は比類がない。

　全身にࢪされているจ様は「三ࠥ状入組จ」と呼ばれるが、

身体の曲線にあわせてᨓえられたような曲線は、ある種のҥ෰

のようにも見える。モンゴル相๾の力士が身にまとう上൒身と

下൒身、そして٭部を෴うϢニフォームをኲኵとさせるが、時

代は 3500 年前である。౰時このような入れ๽がଘ在していた

のかもしれないし、何らかのࡇ᛾に使われたのかもしれないが、

すべては想像の域を出るものではない。

　映像の後൒にొ場するのは、人類最ݹのメアンダーจと考え

られている࿹輪である。現ウクライナ๺部のνΣルニώフभの

メジンଜ近߫のҨ跡から発見され、メジンҨ跡の装০品として

考ݹ学的によく知られたもので、マンモスのἝの表面にણࡉな

み目を入れ、波目とཕจを左右対শにしたデザインであるࠁ

（図�）。چੴث時代の紀元前 1 万 3000 年ࠒに作られたものが、

ほぼ׬全な形で残されていることはڻ異であるが、同じメジン

Ҩ跡からは、やはりマンモスのἝで作られたௗ型のூࠁに、კ

を線ࠁしたものが見つかっている。კを連続すればメアンダー

จとなるが、おそらく両者は同じデザインセンスを持った集ஂ

によって作られたものであろう。ちなみにウクライナのچੴث

時代ではマンモスのἝをར用して作られたॅډ跡が発۷されて

いる。

　ਆ࿩学者のジョーゼフ・キャンベルは、メジンの࿹輪とூࠁ

について、それらがショーヴΣಎ۸やラスコーಎ۸で知られる

ような、ಎ۸น画とは異なるスタイルではないかとࢦఠしてい

る
（54）

。そしてそのような異なるスタイルとਆ࿩を生んだจ化の中

৺஍が、ドニエプル川とドン川にڬまれた஍域にあり、その特

徴はز何学的なスタイルにあるとしている。それがཕจであり

メアンダーจである。ණՏ時代に஀生し、新ੴث時代からྺ࢙

時代をܦて、現在のϢーラシアにおいても用い続けられている、

ఠをࢦえる。キャンベルのݴくべき生໋力をもったจ様だとڻ

ෑᔤするならば、そのز何学的なスタイルはモンゴルのみなら

ず、日本でも独自の発展を見せている。アイψの人びとが૑造

するจ様に見られるز何学的な構成や左右対শ性には、超長期

のデザインセンスがଉづいているのかもしれない。
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『ೋつ』の音が認識され
（56）

る。

　ϗ ー ミ ー の Վ এ を ൐ ૗ す る ओ な 楽 ث に ト ブ シ ュ ー ル

（tovshuur）がある。馬のໟや༽の௎をࡐ料とするݭを、ࢦで

஄いたりかき໐らすᎢݭ楽ثだ。あるいはモリンϗール（mo�

rin khuur 馬಄ۏ）が用いられる場合もある。独૗楽ثとして

も、ຽགや෣གྷの൐૗にも、近年はロックバンドのリード楽ث

にまで使われる、モンゴルのシンボルともݴえるݭࡲ楽ثだ。

馬಄を模したネック部分が特徴的で、馬のඌໟをଋねた 2 本の

。で஄くٷを同じくඌໟを張ったݭ

のνΣロを連想さث味深いのは音色だ。その形態は੢༸楽ڵ　

せるものの、νΣロとは異なった独特の໐り方をする。ここで

は FFT（高速フーリエ変׵）ιフ
（57）

トを用い、同じ音ఔで໐ら

したνΣロとモリンϗールの音源を、周波数スペクトルで比較

してみる（図��）。νΣロは基本周波数とその第 1 ഒ音が最

も大きく、明ྎな中音域の੔数次ഒ音がそれに続く。高音域に

分布する非੔数次ഒ音は、さほど大きくない。一方モリンϗー

ルの場合、中音域の੔数次ഒ音はνΣロのように大きくなく、

むしろ高音域で広いൣғの非੔数次ഒ音が大きく໐っている。

　ࣖでௌくとओ観的には、νΣロは音ఔ感が明ྎで੅んだシン

プルな音、モリンϗールはザラザラとࣖোりのある複雑な音色

というҹ৅を受ける。ここで、ϗーミーの発音原理を思い出そ

う。基本周波数に加え、高域のഒ音でもう一つのટ཯を生み出

すϗーミーのՎএもまた、きわめてࣖোりのあるダミ੠のよう

な音色だった。これも周波数を分析すると、高域を含む全音域

にෆ規ଇな非੔数次ഒ音が発生していることがわかる（図�）。

　モンゴル音楽に多用される他の楽ث、たとえば口に౰ててࢦ

で஄き口ߢ内で共໐させるϔルϗール（Khel khuur 口ۏ）も、

ビーンビーンとノイジーなサウンドを発する。この楽ثも高音

域に非੔数次ഒ音が๛෋だ（図�）。これらの周波数グラフを

視覚的な図像ととらえると、発音原理はまったくちがう楽ثや

੠なのに、よく似たʪ音のจ様ʫに見えてくる。

　なͥこうした共通のʪจ様ʫが޷まれるのだろうか。考えら

れるのが、෩౔の影ڹだ。音楽学者の౻井知ত（1932-）は、

次のようにࢦఠしている。

人間集ஂをとりまく環境と音楽との関係は、楽ثのࡐ質を

はじめ、੠の出し方など音楽的ॾ要ૉにもさまざまな影ڹ

をあたえてい
（58）

る。

　モンゴルのࠃ౔の大൒は、࠭യや૲原だ。こうした環境では

੠を発しても音を໐らしても、஍平線に散っていくだけで残ڹ

が残らない。Ҡ動ࣜॅډήルの中でも、音はนやఱ井のフΣル

トにٵい込まれて反ڹしない。このように極端な音ڹ環境で、

他人に音を఻えたり自分の音をฉきとるには、残ڹが๛෋で音

図�　νΣロの周波数スペクトル

図�　モリンϗールの周波数スペクトル

図�　ϗーミーの周波数スペクトル

図�　ϔルϗールの周波数スペクトル
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をௌき取りやすい空間とは異なるアプローνが必要となる。

　一つの手がかりはώューマン・エコーロケーションだ。໡人

や目Ӆしをされた人が、コウモリやイルカなどの動物と同じよ

うに、自分の発した音の反射をௌいてো֐物や状گを知覚する

技術である。音の物理的性質として、ো֐物が大きければ低い

周波数も反射するが、小さなো֐物は高い周波数しか反射しな

い。そのため、周ғを確認しようとする人が発するのは、νッ

というઉଧちやシーッという摩ࡲ音が多いという実験結果が

あ
（59）

る。ো֐物のない広い空間で、ϗーミーやモリンϗールのよ

うに高域の非੔数次ഒ音を多く含む音が޷まれるのは、こうし

た事実と一致する。

　ʪ音のจ様ʫは、長い時間をܦて෩౔に最適化してきたこの

ような音楽จ化の一面を、༤หに఻えてくれる。

6．Ϟンΰϧの٢঵จ༷

　モンゴルはシルクロードやւ༸ྲྀ通に関連するアジアのจ化

-とは異なる๺方アジアに位置する。νンギズ・カン（1162ݍ

1227）の時代にはٍ馬の機動力で大཮ੈ界を੮רし、その஍域

的特異性はจ化ٴびจ様表৅においても特異なྺ࢙を成立させ

た。日本から見ればアジアの極੢に位置するモンゴルだが、そ

の先にはロシアさらにԤभݍが連なる、もっともϤーロッパに

近いアジアである。چι連๜の社ձओٛจ化ݍのओ要ࠃで、

1924 年に独立したモンゴル人ຽ共࿨ࠃは、その後 70 年間ι連

のӴ੕ࠃとしてι連の੓策に追ैした。その時代には多くの෹

教ࣉӃが取りյされ、ݴ語やจࣈจ化でもι連の影ڹを色ೱく

受けた。しかしそのようなྺ࢙にも関わらず、装০的なจ様に

おいてはϤーロッパやچι連（ロシア）の影ڹをڧく感じるこ

とはない。モンゴルの装০จ様をௐࠪして、何よりڵ味深かっ

たのはアジア的特性である。

　本ষでは、現஍ௐࠪによるจ様収集を中৺に、モンゴルの٢

঵จ様の独自性ٴび異จ化との関連性、จ様の෩౔と環境的要

Ҽについて考࡯しながら、モンゴル独自のफ教的思想によりഓ

われてきたจ様のॾ相を検ূする。

6��1ɹଟ༷ͳ٢঵จ༷

　٢঵จ様とはԑ起がよいとされる動২物や物を描いた図ฑで、

ੈ界各஍でそれぞれのจ化に基づき成立している。٢঵จ様は

晴れணやܚ事などのௐ度品にあしらわれるだけでなく、一般的

に生活全般でීஈ使いの品においても用いられる。その一方で

Ԧިو଒のҥ෰やௐ度品さらにԦٶを装০するモνーフとして

ఇのシߖでࠃくからੈ界中でその例を見ることができる。中ݹ

ンボルとされるཾなどをその類型とするのであれば、٢঵จ様

のൣᙝはかなり広ൣғな要ૉになると考えられる。౜૲จ様な

どੈ界的にීٴしたものもあるが、とりわけ౦アジアでは多く

の٢঵จ様がසൟにྲྀ用されヴァリエーションも๛෋である。

　モンゴルでは多くの٢঵จ様がҥ装やௐ度品など生活全般で

現代も用いられている。ウランバートルࢢ内のݐ造物装০、ڮ

の両端に設けられた਌பの装০、ࣉӃの໳や൶を含むݐங装০、

Ҡ動ࣜॅډήルの装০などから数々の٢঵จ様を収集すること

ができた（図
（60）

�）。

図�　モンゴルௐࠪで収集した٢঵จ様，上から
　a．中央スタジアムの入口に取り付けられたϋタンスイ

フจ様，
　b．ࣉӃ൶の٢঵จ様（法輪・ๅੴ・三٩ގ・კ・ὀ

᥼・૒ڕ），
　c．ڮの਌பにఴえられたウルジーϔーจ様，
　d．ボグドϋーン఼ٶのݐ造物全体を෴う٢঵จ様，ウ

ランバートル，撮影：ࠤ々໦成明，2022 年 7 月 8 日
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6��2ɹϞンΰϧの୅දతͳ٢঵จ༷

　アジア全域で知られるീ٢঵のจ様を含め、モンゴルで用い

られてきた代表的な٢঵จ様について֓説する。ώンドΡー教、

ジャイナ教、෹教では、ീつのจ様をਆ੟な組合せと捉えਸഈ

の対৅としてき
（61）

た。෹教ではऍᷟがޛりを得た直後にॹఱ部に

よってऍᷟに๋げられたീつのڙ物を৅徴し、ീๅ、٢঵ീๅ、

ീ٢঵໲とも呼ばれ、本ଚとして信ڼの対৅とされ
（61）

た。モンゴ

ルの෹教はീ٢঵をਸഈの対৅とするνベット෹教の影ڹを多

大に受けていることから、ീ٢঵จ様がήルやࣉӃ等のݐ造物

装০、生活の場や T シャπを含むҥ類など現代的な装いにも

見られる（図�）。

　現஍ௐࠪで収集したീ٢঵จ様を図�に示す。エンドレス・

ノット、٢঵ඥと呼ばれるແ限結ඥจ様はモンゴルでウルジー

ϔーと呼ばれる。উቾあるいはઓضは෹ଫが᱘り、ཉ๬、ѱ感

情、ࢮ΁のڪාなどにଧちࠀってޛりを開いたことを৅徴し、

νベットではૐӃやࣉӃの԰ࠜにಔ౏ۚで作られたউቾが࢛۱

に配される。ๅ
ㆻㆄ

ࡿ
㆕㇓

あるいはఱ֖は、෹や高وな人に手向けられ

る҆ら͗を༩える道具である。෹教においてはࡂ難やපؾから

人間をकるもの、あるいは෹法を保ޢするものを表し、空間の

拡がりやఱ空の੟なる空ؾを৅徴することもある。法輪または

ダルマνャクラはऍᷟٴび෹法を表すシンボルで、モンゴルの

び԰ࠜに見られる。ๅළまたはๅᆵは、݈康ٴӃのน面や൶ࣉ

や長ण、෋و、ൟӫ、ஐܛ、Ӊ஦空間や෹法の教えの深さを৅

徴する。࿇՚はటਫにまみれずਫ面上に開Ֆするさまからཉ๬

のԚ୙にුかぶ෹の身の७ਮさを৅徴する。法ཐ֋は、美、深

෵、ົなるௐべを৅徴しਅ理の音を૗で、インド・ώンドΡー

ではヴィシュψਆのओ要なシンボルの一つである。૒ڕはਫ中

を自在にӭ͙様子から、解୤、ݎ固、活発を表し、インドでは

੟なるೋつの大Տを৅徴す
（62）

る。

　その他モンゴルで見られる٢঵จ様を図�から図⤯までに示

す。モンゴルのضࠃとࠃষに表されたจ様にιϤンボとఱ馬ώ

イモリがあり、3. 4 に記ड़された通りである（図�）。

図�　ιϤンボが描かれた T シャπ，ϋラϗリン近߫，撮影：ࠤ々໦
成明，2022 年 7 月 8 日

図�　モンゴルのീ٢঵จ様，上から
　a．ήルの൶に描かれた「ウルジーϔー」，ϋラϗリン，撮影：

々໦成明，2022ࠤ 年 7 月 8 日
　b．「ๅࡿ」が描かれたࣉӃ൶，ウランバートル，撮影：Ϯノサ

トル，2022 年 7 月 7 日
　c．「ๅළ」が描かれたࣉӃの൶，ウランバートル，ࣸਅ：ࠤ々໦

成明，2022 年 7 月 7 日
　d．ࣉӃのน面に描かれた「法ཐ֋」，νョイジンラマࣉӃത物

ؗ，ウランバートル，撮影：উຢެਔ඙，2022 年 8 月 1 日
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　ブンνュークはトΡグ、クタスとも呼ばれるໟ૦をࢦし、モ

ンゴルࢴฎにも見られる（図�）。これはۚଐ੡の؄の先端に

馬あるいは䉉
㈦

ڇ
ㇰ

の৲ඌを付けてܝげたもので、13 ੈ紀から౦

アジア、中౦、౦Ԥにおいて੓࣏や܉事のҹとして用いられ、

日本の馬ҹに相౰す
（62）

る。ブンνュークの原型はモンゴルで部଒

を率いる大কのシンボルであり、モンゴルఇࠃではテリーン・

トΡグとশする 9 本のトΡグがνンギス・カンのݖ力とఇࠃの

৅徴であった。ブンνュークは、現在もモンゴル܉の৅徴とさ

れる෢具であるが、その形状はീ٢঵のউቾやๅࡿと類似する

ように思える。෹教用語で 7 つのๅ（ۚ・ۜ・ਫথ・ྤཨ・ᘮ

ᘨ・ޞࢇ・՜
ㇹ ㈥ ㇵ

ᥝ）を意味するࣣๅจ様あるいはࣣๅ繫จ様は、

モンゴルのࣉӃをはじめとするݐங装০に見られる（図�d、

図�）。ノルブは、ۚ、ۜ、ਅच、ޞࢇ、ᘡᘚ等に由来するจ

様で、फ教ّ礼用品をはじめௐ度品にも見られる（図�）。

　次に、モンゴルの特徴的なจ様のうちز何学的なจ様につい

てड़べる。アルϋンϔーはཕจ様ٴびメアンダーจ様に相౰し、

3. 2、4．に記ड़された通りである（図�）。ϋーンボゴイブν

（図⓲右）はೋつのԁが連なり、ϋタンスイフ（図�）はඛ形

2 つが連なるจ様で、そのز何学形態が࿹輪とࣖ০りに類似す

ることからԦの࿹輪、Ԧ൲のࣖ০りとも呼ばれる。ϋス・Ϥン

ドン΁ー（図�）は、კの形状で、サンスクリット語のスワス

ティカに類似する。モンゴルでは๺ే੕を取りғむおお͙ま座

のҠ動によってఱ空のਅん中に描かれるのがკの形とされ、٢

঵จ様であると同時にੈ界の中৺を表すシンボルと捉えられて

い
（58）

る。ポージンϔー（図�）は、「ण」というࣈ׽をจ様化し

たจࣈจ様で周りにࢪされるὀ᥼の図像と共に中ࠃの影ڹを受

けたจ様であろう。ポージンϔーは、ウルジーϔーやアルϋン

ϔーとの関連性がӐわれ
（63）

る。その他モンゴルでは、法具である

三٩ގの形状が図案化されたものをトルイと呼び、類似するも

のにスルデと呼ばれる三つຢのṹの形をしたจ様がある（図

⤯）。この三つຢṹは前ड़したض܉の先端にも見られ、モンゴ

ルఇࠃのڧさとྶ的なଚ厳を継ঝするとਪଌす
（64）

る。

　e．ボグドϋーン఼ٶの൶に描かれた「উቾ」あるいは「ઓض」，
ウランバートル，撮影：ࠤ々໦成明，2022 年 7 月 7 日

　f．エレデネ・κーࣉӃの԰ࠜ上に取り付けられている「法輪」
または「ダルマνャクラ」，ϋラϗリン，撮影：ࠤ々໦成明，
2022 年 7 月 8 日

　g．ࣉӃのน面に描かれた「࿇՚」，νョイジンラマࣉӃത物ؗ，
ウランバートル，撮影：উຢެਔ඙，2022 年 8 月 1 日

　h．ࣉӃのน面に描かれた「૒ڕ」，νョイジンラマࣉӃത物ؗ，
ウランバートル，撮影：উຢެਔ඙，2022 年 8 月 1 日
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出ձったことを知った。そして本学の前身、多摩ఇࠃ美術学ߍ

の初代ߍ長で、新進ؾӶのデザイナーであったਿӜ非ਫ（1876-

1965）は、1919 年にカルϐスのポスターのデザインを手がけ

ていた。モンゴルのจ様研究が「多摩美術大学」、「ਿӜ非ਫ」、

「カルϐス」、「三ౡւӢ」と時代をḪるようにつながり、三ౡ

ւӢ記೦ஂࡒからの研究঑ྭۚで研究を実現し成果報告ができ

たことに、深く感謝する。

7．૯ׅ

　本稿では、モンゴルの装০จ様を中৺に੢はウクライナ、๺

方Ϣーラシアから౦は日本のオϗーπクจ化、ೄจ、アイψの

จ様までを考࡯し、先࢙時代から現代までのจ様の発生と展開

の変ભ過ఔを複数のメディアを活用しながら検ূした。研究の

手法としてจ様データベース、映像作品、自動生成アプリケー

ションなどを活用し、制作物を集約したจ様アーカイヴは、ア

ートやデザイン領域において૑造力を支援するようなπールと

なりうることが示ࠦされた。本研究では、ヴィジュアルイメー

ジをओ体とし、複合的なメディアを活用した研究手法によりア

ーカイヴを構ஙすることで、จ様＝デザインからจ化や人を知

る研究が実ફできる可能性を検ূした。ච者らの考࡯をまとめ、

以下のように૯ׅした。

（1）　モンゴルఇࠃの成立以前からଘ在した༡຀ຽ系のٍ馬ຽ

଒らが残したҨ跡・岩ֆ・ݹ෿には最も౔ண的で固有性

のڧいจ様が見られる。

（2）　モンゴルのࣉӃݐஙに見られるνベット෹教の影ڹから

展開したफ教的な装০จ様には٢঵จ様が多く、༡຀ຽ

のจ化にもਁಁし特徴的なز何学จ様として現代社ձに

も継ঝされている。

（3）　モンゴルの現代社ձにおけるࠃՈやグローバリズムを৅

徴するز何学的なจ様は複合的で多様性に෋みضࠃやࠃ

ষに৅徴されている。

（4）　アルϋンϔー・ཕจ様・メアンダーจ様とশされるز何

学จ様は、モンゴル、๺Ϣーラシア大཮や日本のアイψ

やೄจจ化において独自の発展を਱げたが、そのز何学

的な構成や左右対শ性はීว的なものである。

（5）　モンゴルの音楽に用いられる楽ثや੠の音ڹ的な特徴は、

౔の大൒を઎める࠭യや૲原といった෩౔や、ήルのࠃ

ようなॅډ空間の特質を反映している。

（6）　஍域の特徴的な装০จ様のうち、ز何学จ様にはจ化の

固有性だけでなく、デザイン的なීว性が内在する。
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図�　「ඛ形の੕を取りғむԁ」のࣣๅจ様，スフバートル広場，
付近のݐ造物น面，ウランバートル，撮影：深௡༟子，2022
年 7 月 10 日

図�　モンゴルの 20000 トΡグルグࢴฎに描かれた「ブンνューク」

図�　馬のҌ上に配された「ノルブ」（ௐ度品の部分），ウランバー
トル，撮影：ࠤ々໦成明，2022 年 7 月 10 日

図�　ήルの外装に連なる「アルϋンϔー」（ήル模型），モンゴル
੡，撮影：ࠤ々໦成明，2022 年 7 月 10 日

図�　ެ共ࢪ設のమࡤに取り付けられた「ϋタンスイフ」，ウラン
バートル，撮影：ࠤ々໦成明，2022 年 7 月 10 日

図�　プラスνックバッグにҹ࡮された「ϋス・Ϥンドン΁ー」，
ϋラϗリン近߫，撮影：ࠤ々໦成明，2022 年 7 月 8 日

図�　「ण」に由来するจࣈจ様「ポージンϔー」，ボグドϋーンٶ
఼，ウランバートル，撮影：ࠤ々໦成明，2022 年 7 月 7 日

図⤯　ナーダムձ場のఱນを装০する「スルデ」とӢจ様，ϋラϗ
リン近߫，撮影：ࠤ々໦成明，2022 年 7 月 8 日
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